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AMED・医薬品PJ支援課題
開発早期の具体的なシーズ

＜取組のポイント＞
• アカデミアと企業のシーズに関する捉え方に未だギャップが存在
• アカデミア創薬に産業界の意見を取り込み実用化への道のりをより明確化

AMED-FLuX
⚫ アカデミア研究者と企業有識者が自由にディスカッションできる場
⚫ 有望なシーズを見出す目利き機能を果たし、進むべき創薬プロセスを

ガイドする役割
⚫ 意見交換の内容：
 医療ニーズと目指す製品のコンセプトを踏まえ、実用化の
観点から有望なシーズと判断するために求められることは
どのようなものか

 次に実施すべき研究開発項目は何か
 基礎とする研究開発技術に係る他疾患領域への応用可能性

～AMED支援課題の早期実用化に向けた創薬プロセスの適正化と加速を目指して～

⚫ 成果の活用：
 アカデミア研究者及びAMEDは、個別シーズ開発の推進に活用
 総論として実用化に向けた課題が抽出された場合、PSPO等と共有し、
医薬品PJ全体の課題管理・運営にも活用

アカデミアの
研究成果を
最短経路で
患者さんの元へ


